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◆「ずっと暮らしたい都城」を目指して
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市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ

Miyakonojo City Public Relations, Miyazaki

特集 特集 命のボランティアドナー登録は２㎖の採血から
命のボランティア
ドナー登録は２㎖の採血から

その他の特集

2015市広報6月号最終.indd   1 2014/05/28   13:28:31



都
城
保
健
所
な
ど
で
行
わ
れ
る
ド
ナ

ー
登
録
会
で
、
ド
ナ
ー
登
録
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
城
保
健
所
健
康
づ
く
り
課

　

☎
23

－

４
５
０
４

登
録
で
き
る
人

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
の
内

容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
人

※
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
で
き

る
年
齢
は
20
歳
以
上
、
55
歳
以
下

ド
ナ
ー
登
録
の
流
れ

登
録
の
し
お
り「
チ
ャ
ン
ス
」を
読
み
、

内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
か
ら
「
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
署
名
し
ま
す
。

腕
の
静
脈
か
ら
約
２
㍉
㍑
の
血
液
を

採
取
し
、
調
べ
ま
す
。（
検
査
に
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
）

後
日
、
日
本
赤
十
字
社
の
骨
髄
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
か
ら
ド
ナ
ー
登
録
確
認

書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

女性

年齢年齢
1818歳～歳～5454歳歳
体重体重

4040kg以上kg以上

男性

年齢年齢
1818歳～歳～5454歳歳
体重体重

4545kg以上kg以上

日
本
で
非
血
縁
者
間
の
骨
髄
移
植
や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

必
要
と
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
２
、０
０
０
人
を
超
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に
、「
命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
も
い
え
る
ド
ナ
ー
登
録
制
度
が

」
と
も
い
え
る
ド
ナ
ー
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ナ
ー
登
録
は
、

腕
か
ら
の
約
２
㍉
㍑
の
採
血
で
済
み
ま
す
。
移
植
を
待
ち
望
む
人
に
と
っ
て
、
あ
な
た
の
登
録
が
命
を
つ
な

む
人
に
と
っ
て
、
あ
な
た
の
登
録
が
命
を
つ
な
ぐ
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ド
ナ
ー
登
録
は
２
㎖
の
採
血
か
ら

希
望
す
る
全
て
の
人
に
骨
髄
移
植
・
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
機
会
を
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一
人
で
も
多
く
の
人
に

「
命
」の
チ
ャ
ン
ス
を

家
族
や
身
近
な
人
が
骨
髄
バ
ン
ク
の

ド
ナ
ー
候
補
に
選
ば
れ
た
と
き
、
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
突
然
の
知
ら
せ
に
戸
惑

い
、
不
安
や
心
配
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
候
補
に
な
っ
た
人
の
こ
と
を
思

え
ば
、
そ
の
よ
う
な
感
情
を
抱
く
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
す
。

骨
髄
液
を
提
供
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

ド
ナ
ー
本
人
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
や

職
場
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支
援
が
な
け

れ
ば
、
ド
ナ
ー
は
安
心
し
て
骨
髄
採
取

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

1995年、ドナーに登録し、２回の骨髄提
供を経験しました。１回目の適合通知が届い
たとき、患者さんとの出会いに喜びを覚えた
反面、不安で封筒を手に震えたことを覚えて
います。２回目は経験から不安は全く感じま
せんでした。私が安心して提供できたのは、
家族や職場の理解と協力があったからです。
今でも、健康であることの大切さを実感して
います。みなさんの周りにドナーになりたいと
いう人がいたら、どうぞ支えてあげてください。

みやざき骨髄バンク推進連絡会議　代表
日本骨髄バンク　地区普及広報委員

中村福代さん

不
安
解
消
の
た
め
に

都
城
市
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

市
で
は
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞

を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
の
増
加
や
、
多

く
の
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の

実
現
を
目
指
し
て
、
ド
ナ
ー
と
ド

ナ
ー
が
従
事
す
る
事
業
所
に
奨
励
金

を
交
付
す
る
「
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支

援
事
業
」
を
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
始
め
ま
し
た
。

交
付
の
対
象
者

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お

い
て
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る

ド
ナ
ー
お
よ
び
ド
ナ
ー
が
従
事
し
て

い
る
事
業
所

奨
励
金
の
額

ド
ナ
ー
に
対
す
る
奨
励
金
の
額

　

１
日　

２
万
円

ド
ナ
ー
が
従
事
し
て
い
る
事
業
所
に

対
す
る
奨
励
金
の
額

　

１
日　

１
万
円

※
と
も
に
ド
ナ
ー
が
通
院
（
検
査
）

お
よ
び
入
院
に
要
し
た
日
数
（
通

算
７
日
を
上
限
）

ド
ナ
ー
希
望
者
の
不
安
を
解
消
し
ま
す

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
17
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

☎
０
１
２
０

－

８
９
２

－

１
０
６

入院は何日ぐらい？
仕事はいつから？ 骨

こつ

髄
ずい

と脊
せき

髄
ずい

はどう違うの？
骨髄採取のための入院は、採取日の前日
から１週間程度となります。回復が早け
れば、すぐに仕事
をすることができま
す。ただし、重い
荷物を持ち運ぶ仕事
などの場合、長め
の休みが必要です。

骨髄は骨の中心部にある血液をつくる組織で、白血球や
赤血球、血小板はここで造られ、血管を通じて全身を
巡ります。骨髄にある骨髄液（正確に
は造血幹細胞）を、健康なドナーのも
のと入れ替えるのが骨髄移植です。脊
髄は、脳から延びて背骨（脊髄管）の
中を通っている中枢神経のことをいい、
骨髄移植とは関係ありません。

QQ QQ
A A

? ?? ?

骨髄液を
採取する部位

OK
!

ド
ナ
ー

が
ん
ば
っ
て
！！

特集　骨髄バンク
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進
め
て
い
ま
す
！　

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み

市
が
進
め
る
６
次
産
業
化

　

６
次
産
業
化
は
、「
米
や
野
菜
を
生

産
し
て
出
荷
す
る
だ
け
」「
家
畜
を
育

て
る
だ
け
」
と
い
っ
た
従
来
の
１
次
産

業
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
か
ら
一
歩
踏
み
出

し
、
生
産
者
自
ら
が
、
ま
た
は
地
域
の

事
業
者
と
連
携
し
て
、
加
工
・
製
造

（
２
次
産
業
）、
流
通
・
販
売
（
３
次
産

業
）
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
販
売
や
直
売
所
の
設
置
、

観
光
農
園
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
や
手
段
を
活
用

し
た
幅
広
い
取
り
組
み
も
６
次
産
業
化

に
含
ま
れ
ま
す
。

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
が
も
た
ら
す
も
の

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
、
収
獲
（
生
産
）
し
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
荷
し
て
い
た
農

林
畜
産
業
者
は
、
加
工
し
た
り
、
売
り

方
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
付
加

価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
林
畜
産
業
者
の
所

得
の
向
上
が
図
ら
れ
、
雇
用
の
拡
大
と

い
っ
た
経
営
発

展
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、「
も

う
か
る
農
業
」

を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

６
次
産
業
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
連
携
」

　

市
で
は
、
県
や
関
係
機
関
と
協
力
し

て
、
６
次
産
業
化
や
地
産
地
消
、
農
商

工
連
携
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
や
農
林
畜
産
業
者
の
所
得

の
向
上
や
、
雇
用
の
拡
大
を
図
ろ
う
と

「
は
ば
た
け
都
城　

六
次
産
業
化
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

６
次
産
業
化
で
は
、
農
林
畜
産
業
者

が
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
一
貫
し

て
取
り
組
む
例
も
あ
り
ま
す
が
、
小
規

模
経
営
や
販
路
を
持
た
な
い
農
林
畜
産

業
者
は
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
難

し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
６
次
産
業
化
の
意
味
や
メ
リ
ッ
ト
は

理
解
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

同
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
農
林
畜
産
業
者
と
加
工

を
担
う
２
次
産
業
者
や
、
販
売
な
ど
を

担
う
３
次
産
業
者
と
が
「
連
携
」
し
て

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
た
め
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
も

取
り
組
ん
で

い
て
、
異
な

る
事
業
者
間

の
「
橋
渡
し
」

と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

平成25年度、市では、農林畜産業の 6次産業化推進のため、六次産業化推進
事務局を設置。国や県と連携した取り組みに加えて、生産者と加工業者・商業
者とのマッチングを図るなどの取り組みを進めています。今回の特集では、市
が進めている 6次産業化推進の状況を紹介します。また、今後も 6次産業化
に取り組む人たちと開発された商品を、広報紙で紹介していきます。

◎問い合わせ　六次産業化推進事務局　☎ 23－ 2193

次
産
業
化 

通
信
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総
合
化
事
業
計
画
の
認
定

市
町
村
別
全
国
２
位
の
本
市

国
は
、
６
次
産
業
化
の
た
め
の
総
合

化
事
業
計
画
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。
認
定
後
は
、
６
次
産
業
化
の
推
進

に
関
連
す
る
制
度
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
た
り
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
、

施
設
整
備
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
17
件
の
事
業
計
画
が

こ
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

市
町
村
別
で
全
国
２
位
、
県
内
で
は
１

位
の
認
定
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私たちは6次産業化を実践しています！
　県農業振興公社事業の
6次産業化支援事業を活
用して、観光農園も兼ね
た農場で栽培するブルー
ベリーを原料に、マカロ
ンを商品化し、6月にオ
ープンする直売所で販売
します。
　この商品は、東京で活

躍する本県出身料理人の協力を得て開発したもの
で、地元菓子業者に製造を委託し、お土産や贈答
品として委託販売もしていきます。今後も、メー
ンの観光農園にも力を注ぎながら、商品の数も増
やしていきたいと考えています。それぞれが得意
な分野で力を発揮できる 6次産業化。私は、この
取り組みを皆さんに勧めています。

　県の「目指せ 6次化！
みやざき未来農業創出事
業」を活用して、今年 2
月に加工施設「きらり夢
工房」を開設しました。
　本集落営農法人が実践
している地域ぐるみの 6

次化の取り組みは、雇用拡大や地域の活性化につ
ながるとともに、より収益性の高い経営に役立つ
ものと期待しています。現在は、おから入りがね
や野菜コロッケなどを開発して販売しています。
今後は、鶏肉と大豆おこわ、麦みそなど新たな商
品開発にも取り組んでいきたいと考えています。
どの商品も、おいしいと好評ですよ。

KIYANSE FARM（きやんせファーム）
大前幸祐さん

農事組合法人きらり農場高木
山中美代子さん

◎問い合わせ　KIYANSE FARM　☎090-7393-2597 ◎問い合わせ　きらり農場高木　☎38-6246

市
の
６
次
産
業
化
推
進
事
業

市
で
は
、
平
成
26
年
３
月
に
６
次
産

業
化
推
進
計
画
を
策
定
。
３
カ
年
の
実

施
計
画
に
基
づ
い
た
「
周
知
・
啓
発
」

「
加
工
・
製
造
」「
流
通
・
販
売
」
の
各

段
階
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
の
き

め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
６
次
産
業
化
相
談
窓
口

み
や
ざ
き
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
６
次
産
業
化
に
関
す
る

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
６
次
産
業
化

に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
に
対
し
、
専

門
家
に
よ
る
指
導
や
助
言
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

都
城
地
域
で
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
、
北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
や
ざ
き
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
商
品
開
発

や
農
商
工
連
携
に
関
す
る
相
談
か
ら
、

商
品
デ
ザ
イ
ン
、
販
売
方
法
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

み
や
ざ
き
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
宮
崎
県
農
業
振
興
公
社
内
）

☎
０
９
８
５

－

51

－

２
０
１
１

北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　

☎
38

－

１
５
５
４

み
や
ざ
き
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
０
９
８
５

－

89

－

４
４
５
２

6次産業化推進補助事業の募集
事　業 補助率 上限額

（1件当たり）

●ソフト事業
商品開発、販路開拓、インターネッ
ト販売などへの新たな取り組み

２分の１
以内 50万円

●ハード事業
加工用機械設備、加工用施設、直
売施設などの設置

３分の１
以内 300万円

申請受付期間：６/16㈪～７/15㈫　※追加募集を行う場合があります
　詳細は、市ホームページまたは、六次産業化推進事務局
　まで問い合わせください。

特集 ６次産業化 通信
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「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い

「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都都み

や
こ
ん
じ
ょ

み
や
こ
ん
じ
ょ城城

」を
目
指
し
て

」を
目
指
し
て

自
然
と
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
ま
ち

市
で
は
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
誰
も
が
「
い
つ

ま
で
も
暮
ら
し
た
い
」
と
思
え
る
よ
う

な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
平
成
23
年
度

に
「
都
城
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
環
境
問
題
を
自
分
自
身
の

問
題
と
認
識
し
、
ま
ず
は
身
近
に
出
来

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

環
境
基
本
計
画
で
は
、
次
の
６
つ
の

基
本
施
策
を
柱
と
し
て
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２  

良
好
な
生
活
環
境
の
維
持

空
気
の
汚
れ
や
、
臭
い
に
つ
い
て
の

苦
情
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
淀
川
は
、
近
年
で
は
水

質
の
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
継
続

し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
空
気
や

河
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
心
地
よ
い
生

活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
大
気
環
境
の
保
全

マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
控
え
、
公
共
交

通
機
関
や
自
転
車
を
積
極
的
に
利
用
し

ま
し
ょ
う

●
水
環
境
の
保
全

家
庭
で
の
生
活
排
水
対
策
を
実
践
し

ま
し
ょ
う

●
使
用
済
み
の
油
は
、
冷
ま
し
て

か
ら
新
聞
紙
な
ど
に
染
み
込
ま

せ
、
燃
や
せ

る
ご
み
で
出

し
ま
し
ょ
う

●
食
器
や
鍋
に
付
い

て
い
る
油
な
ど
は
、

洗
う
前
に
拭
き
取
り

ま
し
ょ
う

●
野
菜
く
ず
や
残

飯
な
ど
は
、
台
所

で
回
収
し
ま
し
ょ
う

●
洗
剤
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
単
独
浄

化
槽
な
ど
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の

切
り
替
え
、
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
合
併
浄
化
槽
の
補
助
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

☎
23

－

５
９
２
１

１  

自
然
環
境
の
保
全

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
本
市
は
、

た
く
さ
ん
の
動
植
物
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
い
年
月
を
か
け
て
蓄
え

ら
れ
た
地
下
水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
本
市
な
ら
で

は
の
自
然
環
境
を
守
り
、
未
来
に
残
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
生
態
系
の
保
全

野
生
動
植
物
の
保
全
・
保
護
活
動
へ

参
加
し
ま
し
ょ
う

●
地
下
水
の
保
全

苗
木
植
栽
な
ど
の
森
林
保
全
活
動
へ

参
加
し
ま
し
ょ
う

河川浄化活動（柳河原川クリーン作戦）

【どんぐり1000年の森を作る会が主催する植栽活動】
自然の森を残すことを目的に、どんぐりやク
ヌギなどの苗木を植栽

環
境
基
本
計
画
の６つ

の
柱

１
自
然
環
境
の
保
全

２
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持

３
低
炭
素
社
会
づ
く
り

４
循
環
型
社
会
づ
く
り

５
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

６
環
境
保
全
へ
の
人
づ
く
り

牛乳

家
庭
で
で
き
る

生
活
排
水
対
策
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楽しく学ぼう「こどもエコクラブ」
こどもエコクラブは、生きもの調査やリサイクル
活動などを通して、楽しみながら環境に関する学
習や活動を行うクラブです。
家族やクラスの友達などと参加してみませんか？

　　　五十市中学校エコクラブ
生徒会役員を中心に、全校生徒で活動し

ていて、今年で3年目を迎えます。地域の高
齢者と共同でエコグッズを製作し、幼稚園児
にプレゼントするなど、地域交流を通じた環境
活動に取り組んでいます。活動を続けていくう
ちに、生徒一人一人に環境保全への意識が
芽生え、自主性も育まれています。

３  

低
炭
素
社
会
づ
く
り

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気

や
ガ
ス
は
、
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石

燃
料
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
化
石

燃
料
は
、
燃
焼
す
る
と
き
に
二
酸
化
炭

素
（
CO2
）
を
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
地

球
温
暖
化
の
一
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
実
践
し
ま
し
ょ
う

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
利
用
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
努
め

ま
し
ょ
う

４  

循
環
型
社
会
づ
く
り

限
り
あ
る
資
源
を
上
手
に
使
う
循
環

型
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ご
み
を

減
ら
し
再
資
源
化
す
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
環
境
に
負
担
の
か
か
る

「
大
量
生
産
」「
大
量
消
費
」「
大
量
廃
棄
」

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

●
廃
棄
物
の
適
正
処
理
「
４
Ｒ
」

の
推
進

買
い
物
を
す
る
と
き
に
は
、
レ
ジ
袋

の
削
減
や
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参
な
ど
、

ご
み
の
発
生
抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う

●
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
利
用

使
い
捨
て
品
の
使
用
を
控
え
、
再
生

紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
料
に
し
た
製

品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

５  

環
境
と
調
和
し
た

　
　

ま
ち
づ
く
り

自
然
や
景
観
、
文
化
は
、
そ
こ
で
暮

ら
す
人
た
ち
の
愛
着
を
生
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
自
然
や
文
化
的
資
源
な

ど
を
生
か
し
た
取
り
組
み
は
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
変
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
快
適
な
生
活
空
間
の
創
出

公
園
や
広
場
、
道
路
、
河
川
な
ど
公

共
の
場
を
き
れ
い
に
保
ち
、
地
域
で
行

わ
れ
る
生
活
環
境
の
保
全
活
動
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

●
環
境
に
や
さ
し
い
産
業
づ
く
り

地
域
で
生
産
さ
れ
る
食
材
や
資
材
を

積
極
的
に
利
用
す
る
な
ど
、
地
産
地
消

に
努
め
ま
し
ょ
う

６  

環
境
保
全
へ
の
人
づ
く
り

一
人
一
人
が
モ
ラ
ル
を
守
り
、
人
と

環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
や
行
動
を
と
る

こ
と
が
環
境
保
全
へ
の
第
一
歩
で
す
。

環
境
学
習
や
自
然
体
験
を
通
し
て
、
マ

ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●
環
境
保
全
活
動
の
推
進

「
都
城
市
環
境
美
化
の
日
」
へ
の
参

加
な
ど
、
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
積

極
的
に
参
加
・
協
力
し
ま
し
ょ
う

●
環
境
学
習
の
推
進

講
習
会
や
自
然
観
察
会
な
ど
に
参
加

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
環
境
学
習
に
参

加
し
ま
し
ょ
う

太陽光発電施設の見学

CO2削減はこんなにお得です

活動紹介

CO2削減目標 CO2削減量 節約金額

冷暖房エコ 冷房を1℃高く、
暖房を1℃低く

3.2kg
3.6kg

178円
202円

待機電力エコ 外出時はコンセントを抜く 5.0kg 282円

洗濯エコ 風呂の残り湯を洗濯に使う 0.54kg 342円

ジャーエコ ジャーの保温を止め、冷凍
保存 2.8kg 158円

団らんエコ 家族が同じ部屋で過ごす 19.8kg 866円

エコバッグ 省包装の野菜を求め、エコ
バッグを使う 4.8kg ̶　

運転エコ 週２日往復８㎞の運転を控える 14.7kg 736円

Refuse Reduce

Recycle Reuse

リフューズ：不用品は断る
リデュース：ごみを減らす
リユース：繰り返し使う
リサイクル：資源を再利用する

４Ｒ運動とは、ごみの減量化につながる４つの言葉
の頭文字をとった運動です

シャンプー

シャンプー詰め替え用
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ハロー市役所

元 気 講 座
84講座を
出前しま

す

区分 講座名 担当課・連絡先

市　

政

市長の出前講座
秘書広報課 ☎23ｰ3174

都城市の広報活動について
都城市の財政について 財政課　 ☎23ｰ2113
都城市の行政改革について 総合政策課　 ☎23ｰ2115
地方自治制度について

総務課　 ☎23ｰ2117情報公開とプライバシー保護
行政手続き制度について
選挙の仕組みについて 選挙管理委員会 ☎23ｰ7864
市県民税について 市民税課 ☎23ｰ2123
固定資産税についての豆知識 資産税課 ☎23ｰ2124
国民健康保険・後期高齢者
医療制度について 保険年金課 ☎23ｰ2127
国民年金制度について
市民課窓口業務講座 市民課 ☎23ｰ2128
みんなでささえる介護保険 介護保険課 ☎23ｰ2114

福　

祉

障がい者福祉サービスについて

福祉課 ☎23ｰ2980
地域福祉活動について
心の健康
自殺予防について
子ども・子育て支援事業について

保育課 ☎23ｰ4894
保育所・幼稚園・認定子ども園について
児童福祉サービスについて

こども課 ☎23ｰ2684
母子・寡婦福祉サービスについて

健　

康

予防接種について

こども課 ☎23ｰ2684
健康管理①　食育編
健康管理②　妊婦編
健康管理③　乳幼児編
健康管理④　成人編（１）

健康課 ☎23ｰ2765
健康管理⑤　成人編（２）
健康管理⑥　高齢者編（１）

介護保険課 ☎23ｰ2114
健康管理⑦　高齢者編（２）
健康管理⑧　食生活編 健康課 ☎23ｰ2765
認知症講座 介護保険課 ☎23ｰ2114

環　

境

環境学習会 環境業務課 ☎24ｰ5560
守ろうみんなの大淀川 環境政策課 ☎23ｰ2130
都城市の地下水について 森林保全課 ☎23ｰ2152
上水道の話 水道局工務課 ☎23ｰ4270
よりよい水環境をめざして 下水道課 ☎23ｰ5921
清掃工場ってどんなとこ？ 清掃工場 ☎23ｰ0277

産　

業

都城市の企業立地について
商工政策課 ☎23ｰ2983

中心市街地の活性化
都城市の地場産業について

みやこんじょPR 課 ☎23ｰ2615
都城市の観光・イベント
都城市の農業 農政課 ☎23ｰ2768

区分 講座名 担当課・連絡先

都
市
計
画

都城志布志道路について

都市計画課 ☎23ｰ2762
まち学習①  都市計画マスタープラン
まち学習②  景観まちづくり
まち学習③  地区計画

教　

育

いじめ、不登校はみんなで解決！
学校教育課 ☎23ｰ9544

青少年の非行と防止について
家庭教育（親の役割）

生涯学習課 ☎23ｰ9545

乳幼児期のしつけの重要性
子どものときからコミュニケーション
お父さん、お母さん、もっと聞き上手に
親が変われば子どもも変わる
絵本と子育て
6歳までの「簡単な習慣」が
子育ての決め手！
思春期における子どもの心理と行動
今、PTAが楽しい
高齢者よ、今が旬
子どもの夢を育む子ども会
生涯学習について

人
権

男女共同参画社会の実現に向けて 生活文化課 ☎23ｰ2121
人権感覚を磨こう 生涯学習課 ☎23ｰ9545

国
際
交
流

モンゴル紹介
生活文化課 ☎23ｰ2295中国紹介

カナダ紹介

文化
歴史

美術館講座　鑑賞の楽しみ 美術館 ☎25ｰ1447
都城２万年の歴史 文化財課 ☎23ｰ9547

図書 図書館への招待 図書館 ☎22ｰ0239
防災 防災講座 危機管理課 ☎23ｰ2129

消費
生活 悪徳商法から財産を守る 生活文化課 ☎23ｰ2121

交通
安全 犯罪・交通事故のない街づくり 生活文化課 ☎23ｰ7183

議会 議会のしくみ 議会事務局 ☎23ｰ7869

体
験
し
よ
う
！

防火講話 消防局総務課 ☎22ｰ8882
救命入門コース

消防局警防救急課 ☎22ｰ8883救急法講習
普通救命講習
体験しながら学ぶ都城の歴史 文化財課 ☎23ｰ9547

施
設
見
学

リサイクルプラザ・さいせい館 リサイクルプラザ ☎36ｰ3900
清流館・清浄館 下水道課 ☎23ｰ5921
清掃工場 清掃工場 ☎23ｰ0277
一般廃棄物最終処分場 環境施設課 ☎23ｰ3319
学芸員ってどんな仕事？ 文化財課 ☎23ｰ9547
来て見て！「都城島津邸」 都城島津邸 ☎23ｰ2116

※申し込みは、各講座の担当課まで
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●
対
象　

市
内
に
在
住
、
勤
務
、
通
学

す
る
10
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

●
申
込
方
法　

実
施
予
定
日
の
１
カ
月

前
ま
で
に
申
込
書
を
各
講
座
の
担
当
課

に
提
出
。
た
だ
し
、
市
長
の
出
前
講
座

に
つ
い
て
は
３
カ
月
前
に
提
出

●
会
場　

受
講
者
が
準
備
。
使
用
料
は
、

受
講
者
負
担
。
た
だ
し
、
各
地
区
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
教
育

集
会
所
は
無
料

企
業
や
組
合
に
勤
め
る
人
が
講
師
と
な

り
、
専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
た
講
座

や
実
習
を
行
う
「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」

（
無
料
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
内
容　

企
業
の
現
場
を
見
学
で

き
る
「
施
設
見
学
」
コ
ー
ス
、
プ
ロ
の

技
術
を
実
際
に
体
験
で
き
る
「
技
術
・

体
験
」
コ
ー
ス
、
租
税
や
保
険
、
財
産

設
計
な
ど
の
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
「
生
活
」
コ
ー
ス
な
ど
、
６

コ
ー
ス
全
37
講
座

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
な
ど
で
配

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
学
習
会
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
職
員
が
市
政
の
話
を
す
る
講
座
で

す
。
ま
た
、
今
年
度
新
た
に
、
市
長
が
市
政
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
を
す
る
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
時
間　

９
時
〜
21
時
の
間
で
、
２
時

間
以
内

※
業
務
な
ど
の
関
係
で
、
希
望
日
に
開

講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
講
師
料　

無
料
。
た
だ
し
、
材
料
費

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

こ
の
講
座
は
、
市
の
職
員

が
担
当
す
る
仕
事
に
つ
い
て
話
を
す
る

も
の
で
、
苦
情
や
陳
情
を
受
け
付
け
る

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
申
込
書
」
を

生
涯
学
習
課
へ
提
出

※
こ
の
講
座
は
、
企
業
お
よ
び
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
の
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
へ
の
加
入

を
お
勧
め
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

「
女
性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」
と
い

っ
た
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分

担
の
殻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
。
そ
し
て
、
女
性
だ
け
で
は
な

く
、
男
性
に
と
っ
て
も
幸
福
な
社
会
。

そ
れ
が
、
男
女
共
同
参
画
が
目
指
す
社

会
で
す
。

こ
の
機
会
に
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
身

近
な
問
題
と
し
て
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
２
１

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
社
会

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
社
会
の
担
い
手

が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
性
別
に

関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分

の
持
っ
て
い
る
能
力
や
個
性
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
全
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
分
の
意
思
で
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
に
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
つ
社
会 
が
男
女
共
同
参
画
社
会
で

す
。
そ
の
、
実
現
に
向
け
、
一
人
一
人

が
自
ら
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

男
性
と
女
性
の
役
割
の
変
化

　

戦
後
、
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日

本
。「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を

守
る
」
と
言
っ
た
考
え
が
、
女
性
の
社

会
進
出
に
よ
り
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
や
女
性
は
、
労
働
人
口
の
４
割
を

占
め
、
政
治
や
経
済
、
社
会
な
ど
多
く

の
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

男
性
が
、
育
児
休
暇
を
取
っ
た
り
、
家

事
や
育
児
に
協
力
し
た
り
す
る
な
ど
時

代
と
共
に
男
女
の
役
割
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
国
で
は
、
性

別
に
関
係
な
く
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
の
積
極
的
な
改
革
の
た
め
、「
家
事

場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

悩
ん
だ
ら
相
談
く
だ
さ
い
！

　

市
で
は
、
女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護

士
に
よ
る
女
性
総
合
相
談
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
受
け
る
Ｄ
Ｖ
被
害
、
職
場
や

家
庭
で
の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰
は

男
女
共
同
参
画
週
間
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南
九
州
の
貿
易
の
変
遷
と
唐
人
町

平
安
時
代
に
は
、
島
津
荘
で
は
貴
族

な
ど
に
よ
る
私
貿
易
が
行
わ
れ
、
染
物

の
原
料
や
香
木
な
ど
が
取
り
引
き
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

16
世
紀
に
は
、
中
国
の
明み
ん

政
府
に
よ

る
貿
易
規
制
（
海
禁
政
策
）
が
弱
ま
り
、

民
間
貿
易
が
活
発
化
。
日
本
で
産
出
し

た
銀
や
硫
黄
が
輸
出
さ
れ
る
一
方
で
、

南
九
州
の
港
に
は
砂
糖
や
茶
碗
な
ど
が

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

交
易
で
栄
え
、
多
く
の
唐
人
が
渡
来

唐
人
町
で
は
、
多
く
の
店
が
並
び
定
期

的
に
市
も
開
か
れ
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

唐
人
た
ち
の
活
躍
と
文
化
交
流

都
城
に
唐
人
町
を
つ
く
っ
た
唐
人
た

ち
は
、
商
業
の
他
に
医
術
や
漢
学
に
秀

で
て
い
た
こ
と
か
ら
、
侍
医
や
通
訳
者

と
し
て
も
登
用
さ
れ
、
文
化
や
商
業
の

発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

唐
人
た
ち
は
、
日
本
文
化
の
発
展
に

貢
献
す
る
一
方
で
、
日
本
文
化
に
同
化

す
る
の
で
は
な
く
、
自
国
の
文
化
を
大

切
に
守
り
ま
し
た
。
天て
ん

水み
ず

家
に
伝
わ
る

航
海
の
守
り
神
で
あ
る
媽ま

祖そ

像
や
、
中

国
象し
ょ
う

棋ぎ

が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
当
時
の
日
本
人
も
、
大
陸
の

技
術
や
知
識
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
自
国
の
文
化
を
成
熟
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
本
人
と
唐
人
と
の
互
い

の
文
化
に
対
す
る
理
解
と
受
容
が
、
新

た
な
文
化
の
派
生
と
発
展
を
促
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

し
た
内
之
浦
は
、
都
城
島
津
家
の
領
地

で
あ
り
、
領
主
の
居
住
地
で
あ
っ
た
都

城
に
も
唐
人
町
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
庄
内
地
理
志
」
に
は
、当
時
安や
す
な
が永

諏す

訪わ

馬ば

場ば

（
庄
内
町
）
に
つ
く
ら
れ
た
唐
人

町
が
、
都
城
島
津
家
の
領
地
替
え
と
と

も
に
各
地
を
転
々
と
し
、
最
終
的
に
現

在
の
中
町
付
近
に
移
さ
れ
た
様
子
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
の

日
本
と
東
ア
ジ
ア
地
域
は
、
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
昔
か
ら
往
来
を
重
ね
、

人
材
や
文
化
、
物
流
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

都
城
地
域
に
も
、
都
城
島
津
家
の
領
地
で
あ
っ
た
内
之
浦
（
現
・
鹿
児
島
県
肝
付
町
）

を
介
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
易
品
が
持
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
は
渡
来
人
の
ま
ち
「
唐

人
町
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
都
城
に
誕
生
し
た
唐
人
町
の
変
遷
や
、
彼
ら
が
伝
え
た
文
化

を
紹
介
し
、
都
城
島
津
家
と
東
ア
ジ
ア
の
交
流
の
様
子
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－
２
１
１
６

期
間
：
６
月
28
日
㈯
〜
10
月
５
日
㈰

※
６
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮
、

　

10
月
７
日
㈫
〜
10
日
㈮
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

大　

人　
　
　
　
　

２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
・
大
学
生　

１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生　
　
　

無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金　

※
本
宅
は
別
途
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円

観覧料

庄内地理志（県指定文化財）
寛政10年から文政期（1798 ～ 1830）に都城島津家の記
録方により編纂された地誌。

媽祖像（庄内地理志より）

琉球国王宛朝鮮国王国書（県指定文化財）
縦60cm、横1ｍを超える大きな書簡で、現在日本に残る朝鮮国
王の国書としては最古のもの。

平
成
26
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展

「
都
城

「
都
城
のの

対
外
交
流

対
外
交
流
とと

唐
人
町
」

唐
人
町
」

と
う　
　

と
う　
　

    

じ
ん　
　

ま
ち

じ
ん　
　

ま
ち
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楽
し
く
効
果
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

平
成
26
年
度

介
護
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
求
職
者
や
事
業
者
を
対
象
に
、
技
能
向
上
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会　

☎
23

－

２
４
１
２

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
は
、
平

成
24
年
７
月
か
ら
厚
生
労
働
省
の
実
践

型
地
域
雇
用
創
造
事
業
を
受
託
し
、
次

の
３
本
柱
で
「
地
域
の
雇
用
機
会
の
拡

大
と
活
性
化
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

①
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
と
運
営

②
地
域
資
源
を
利
用
し
た
フ
ー
ド
商
品

　

開
発
事
業

③
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン
の
開
発

　

事
業

※
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
都
城
地

　

域
な
ら
で
は
の
「
食
（
フ
ー
ド
）」
と

　
「
風
土
」
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
取
り
組
み
で
す

　

セ
ミ
ナ
ー
は
年
間
を
通
し
て
実
施
し

て
い
て
、
事
業
者
や
在
職
者
向
け
の
雇

用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
と
、
求
職
者
向
け
の

人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
受
講
料
と
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

　

25
年
度
は
、
９
事
業
40
講
座
を
実
施

し
、
５
５
８
人
が
参
加
。
91
人
が
就
職

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

http://w
w
w
.m
jkoyou.com

/

スマホ・タブレット即活講座
　スマートフォ
ンやタブレット
などを活用した、
業務の効率化や
営業力アップな
どを学びます。
開 催 日： 7 月 2 日㈬・ 3日㈭
時　　間：18：30～21：00
場　　所：ウエルネス交流プラザ
定　　員：10人
締め切り： 6 月18日㈬

潜在保育士 職場復帰応援セミナー
　資格を持って
いるけど、ブラ
ンクがあって職
場復帰が不安と
いう人向けのセ
ミナーです。
開 催 日： 7月10日㈭・11日㈮
時　　間：10：00～16：00
場　　所：総合文化ホール
定　　員：10人
締め切り： 6 月30日㈪
※応募者多数の場合は選考になります

　

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
は
、

４
・
６
・
８
月
の
「
仮
徴
収
」
と
、

10
・
12
・
２
月
の
「
本
徴
収
」
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。

　

所
得
や
収
入
、
世
帯
状
況
に
変
更

が
あ
っ
た
人
は
、
保
険
料
額
が
変
更

に
な
り
、
仮
徴
収
と
本
徴
収
の
差
が

大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
支
払
月
の
保
険
料
の

金
額
が
で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る
よ

う
に
、
８
月
の
保
険
料
額
を
変
更
し

調
整
を
図
り
、
月
々
の
ば
ら
つ
き
を

抑
え
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

〈例〉　第 3段階（48,000円）→第 5段階（64,000円）に変更になった場合
■保険料額の調整をしないと・・・
　毎年度、８月までとそれ以降の支払い月で、保険料額にばらつきが出てしまいます。

26年度
（64,000円）

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月

8,000円 8,000円 8,000円 13,400円 13,300円 13,300円

27年度
（64,000円）

4 月 6月 8月 10月 12月 2月

13,300円 13,300円 13,300円 8,100円 8,000円 8,000円

※平成27年度の保険料（年額）に変更がない場合の例です

■保険料額の調整をすると・・・
　８月の金額を調整することで、それ以降のばらつきが抑えられます。

26年度
（64,000円）

4 月 6月 8月 10月 12月 2月

8,000円 8,000円 15,800円 10,800円 10,700円 10,700円

27年度
（64,000円）

4 月 6月 8月 10月 12月 2月

10,700円 10,700円 10,700円 10,700円 10,600円 10,600円
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Miyakonojo City Topics

発
明
に
ア
イ
デ
ア
を
生
か
す

物
づ
く
り
体
験
教
室

　

物
づ
く
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
や
想
像
力
を
育
む
物
づ
く
り

体
験
教
室
が
４
月
20
日
、
カ
ン
ガ
エ
ー

ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

24
組
の
親
子
が
参
加
し
、
モ
ー
タ
ー
の

振
動
を
利
用
し
て
動
く「
し
ん
ど
う
君
」

作
り
に
挑
戦
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
は
ん
だ
ご
て
な
ど
の
使
い
方
の
説

明
を
受
け
る
と
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
根
気
よ
く
組
み
立
て
て
い
ま
し
た
。

母
親
と
参
加
し
た
長
濱
李り

音お
ん

さ
ん
（
東

小
５
年
）
は
「
ペ
ン
チ
で
足
を
取
り
付

け
る
作
業
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
ち
ゃ

ん
と
動
い
て
良
か
っ
た
」
と
出
来
栄
え

に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
紫
色
が
空
に
映
え
る

早
水
あ
や
め
ま
つ
り

　

４
月
29
日
、
早
水
公
園
多
目
的
広
場

で
、
早
水
あ
や
め
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
の
花
で
も
あ
る
あ
や
め
約

42
万
本
が
咲
き
そ
ろ
い
、
来
場
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
祝
吉
地
区
内
の
愛
好
者
ら
に
よ

る
あ
や
め
音
頭
総
踊
り
や
、
郷
土
芸
能

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
山
下
孝こ
う

一い
ち

さ
ん
（
下
川
東
四
丁
目
）
は
、「
中

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
準
備
は
大
変
で
す
が
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

復
興
へ
の
願
い
を
込
め
て

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
職
員
帰
庁
報
告

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
あ
っ
た
宮

城
県
気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
復
興
支

援
の
た
め
、
本
市
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い

た
職
員
の
報
告
会
が
４
月
23
日
、
市
長

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
派
遣
さ
れ

た
４
人
の
職
員
が
、
携
わ
っ
た
業
務
内

容
な
ど
を
報
告
。
４
人
は
仕
事
を
す
る

上
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
や
、
地
元
の
人

た
ち
と
の
交
流
の
思
い
出
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
２
年
間
、
南
三
陸
町
で
住
民

の
高
台
移
転
な
ど
を
行
っ
た
堂ど
う

領り
ょ
う

春
行

さ
ん
は
「
復
興
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

ま
す
が
、
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
武
者
に
大
変
身

都
城
島
津
邸
端
午
ま
つ
り

　

こ
ど
も
の
日
の
５
月
５
日
、
都
城
島

津
邸
で
端た
ん

午ご

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
、
子
ど
も

よ
ろ
い
の
撮
影
や
人
力
車
の
乗
車
を
体

験
。
よ
ろ
い
か
ぶ
と
を
身
に
着
け
た
子

ど
も
た
ち
は
、
廷
内
の
社
殿
に
参
拝
し
、

「
負
け
る
な
」「
う
そ
を
つ
く
な
」「
弱

い
も
の
を
い
じ
め
る
な
」
と
い
う
鹿
児

島
藩
の
教
え
を
、
元
気
い
っ
ぱ
い
唱
え

て
い
ま
し
た
。
家
族
と
訪
れ
た
井
手
伶れ
い

南な

さ
ん
（
日
置
市
）
は
「
ま
つ
り
で
よ

ろ
い
を
着
た
人
た
ち
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
着
る
の
は
初
め
て
。
手
作

り
の
よ
ろ
い
の
柄
が
か
わ
い
か
っ
た
」

と
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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ま 話ち 題の

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
！

北
消
防
署
高
崎
分
署
移
転
式

　

施
設
の
老
朽
化
や
車
両
の
大
型
化
に

伴
い
新
築
さ
れ
た
北
消
防
署
高
崎
分
署

の
移
転
式
が
４
月
25
日
、
同
分
署
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
高
崎
総
合
支
所
敷
地
内

に
移
設
し
た
施
設
内
に
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
や
個
室
の
仮
眠
室
も
完
備
。
岸き
し

良ら

克か
つ

哉や

消
防
局
長
は
「
消
火
活
動
ば
か

り
で
は
な
く
、
災
害
時
の
後
方
支
援
も

で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設
。今
後
も
、

高
崎
方
面
隊
と
協
力
し
な
が
ら
安
心
・

安
全
・
確
実
に
出
動
し
た
い
」
と
、
こ

れ
か
ら
の
救
急
活
動
へ
の
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
に
は
、

よ
り
広
範
囲
に
消
化
で
き
る
泡
消
火
設

備
の
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
一
葉
一
葉

全
国
茶
品
評
会 

出
品
用
茶
の
手
摘
み
作
業

　

８
月
に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
第
68

回
全
国
茶
品
評
会
に
出
品
す
る
茶
葉
の

手
摘
み
収
穫
作
業
が
４
月
23
日
、
乙
房

町
の
農
家
の
茶
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
鮮
で
質
の
高
い
茶
葉
を
収
穫
す
る
に

は
人
手
が
掛
か
る
た
め
、
関
係
者
や
都

城
高
等
学
校
の
生
徒
80
人
が
収
穫
を
手

伝
い
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、
農
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
鮮
や
か
な
緑
色
の

茶
葉
を
一
葉
一
葉
、
丁
寧
に
摘
ん
で
い

ま
し
た
。四し

位い

恵え

り

な
梨
奈
さ
ん（
３
年
）は
、

「
茶
葉
の
手
摘
み
は
初
め
て
の
体
験
。

毎
朝
飲
む
お
茶
が
、
よ
り
一
層
、
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
そ
う
で
す
」
と
、
額
に

汗
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ

春
の
体
験
学
習
会
「
縄
文
人
に
な
ろ
う
」

　

開
館
25
周
年
記
念
の
特
別
展
に
合
わ

せ
、
体
験
学
習
会
が
４
月
27
日
、
都
城

歴
史
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
ら
は
、
粘
土
を
使
っ
た

土
偶
づ
く
り
や
火
お
こ
し
、
弓
矢
体
験

な
ど
、
５
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
縄

文
人
の
く
ら
し
を
体
験
。
家
族
で
参
加

し
た
徳
田
真ま
な

杜と

く
ん
（
大
王
小
２
年
）

は
「
縄
文
時
代
の
衣
装
を
着
た
お
兄
さ

ん
が
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
土
偶
に
色

を
塗
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
貴
重
な

体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
な
お
、

東
京
都
指
定
文
化
財
の
土
偶
な
ど
を
展

示
す
る
特
別
展
を
、
９
月
15
日
ま
で
歴

史
資
料
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
体
が
日
時
計
に
？

太
陽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

太
陽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
４
月
19
日
、
北ほ

く

泉せ
ん

橋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
と
ス

ペ
イ
ン
の
交
流
４
０
０
年
と
北
泉
橋
の

完
成
15
周
年
を
祝
い
、
多
く
の
市
民
が
参

加
。
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
又ま
た

木き

啓け
い

子こ

さ
ん
に
よ
る
説
明
や
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
設
置
の
後
、
高
校
生
ら
が
オ
ブ
ジ
ェ

の
一
つ
で
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
日
時
計
の

実
証
実
験
を
体
感
し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ

ン
出
身
の
モ
ン
セ
ラ
・
ア
ヤ
ラ
さ
ん
（
宮

崎
市
）
は
「
こ
の
橋
は
ス
ペ
イ
ン
と
日
本

と
の
友
好
の
証
し
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く

交
流
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

生
ま
れ
故
郷
と
第
二
の
故ふ
る
さ
と郷
の
さ
ら
な

る
友
好
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
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３
月
30
日
、
31
日
に
千
葉
県
で
開

催
さ
れ
た
、
第
13
回
全
国
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
６
年
シ
ン

グ
ル
ス
で
見
事
日
本
一
に
輝
い
た
の

が
、
田
中
康
文
く
ん
（
太
郎
坊
町
）
で

す
。

　

田
中
く
ん
は
、
二
人
の
姉
の
影
響
で

５
歳
か
ら
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
最
初
は
、
ボ
ー
ル
を
打
ち
返

す
こ
と
を
目
標
に
練
習
し
て
満
足
し
て

い
ま
し
た
が
、
試
合
を
経
験
す
る
う
ち

に
、
勝
つ
喜
び
や
負
け
る
悔
し
さ
が
芽

生
え
始
め
ま
し
た
。
常
に
前
向
き
な
姿

勢
で
練
習
に
取
り
組
み
、
着
実
に
実
力

を
つ
け
て
い
っ
た
田
中
く
ん
。
小
学
２

年
生
か
ら
は
、
毎
年
全
国
大
会
に
出
場

す
る
ま
で
に
上
達
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
時
に
、
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優

勝
し
、
初
め
て
の
全
国
上
位
に
喜
び
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
年
連
続
準
優
勝
と

な
っ
た
翌
年
に
は
、
前
年
に
は
感
じ
な

か
っ
た
「
悔
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

胸
に
残
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
一
年
は
、
サ
ー
ブ
や
レ

シ
ー
ブ
の
一
つ
一
つ
の
精
度
を
高
め
る

こ
と
を
意
識
し
、
試
合
を
想
定
し
な
が

ら
練
習
に
打
ち
込
み
、
技
術
と
心
を
磨

き
ま
し
た
。

　

小
学
生
と
し
て
最
後
と
な
っ
た
今
年

３
月
の
全
国
大
会
で
は
、
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、
常
に
冷
静
な
プ
レ
ー
を
心
掛

け
見
事
優
勝
。
一
年
間
の
努
力
が
実
を

結
び
、
県
内
の
小
学
生
で
は
初
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
全
国
制
覇
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
厳
し
い
コ
ー
ス
を
攻
め
ら
れ
て
も
、

粘
り
強
く
耐
え
、
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
を

引
き
出
せ
た
」
と
話
す
田
中
く
ん
。
念

願
の
優
勝
の
喜
び
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、「
監
督
や
チ
ー
ム
メ
ー
ト
だ
け
で

は
な
く
、
県
外
の
人
た
ち
に
も
応
援
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
励
み
に
な
っ
た
」

と
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
31
年
、
南
九
州
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
が
開
催
さ
れ
る
と
き
に
は
、
高
校
３

年
生
に
な
る
田
中
く
ん
。「
こ
れ
か
ら

も
一
生
懸
命
練
習
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
も
ト
ッ
プ
の
成
績
を
残
し
た
い
」

と
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
手
に
は
力
が
込
も

り
ま
す
。

夢はソフトテニス日本代表
都城市立高城中学校　1年

田中 康
やす

文
のり

君

結
び
結
び
、

結
び
、

結
び
、
県
内
の

県
内
の

県
内
の

県
内
の
小
学
生

小
学
生

小
学
生

小
学
生
で
は
初

で
は
初

で
は
初

で
は
初
の
ソ
フ

の
ソ
フ

の
ソ
フ

の

smiling faces of miyakonojo

142014.6

2015市広報6月号最終.indd   14 2014/05/28   13:29:42



1日の野菜摂取量は
350g

※
環
霧
島
圏
域

の
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す

ラッキョウの酢漬けは、タルタルソースやドレッシングに
加えると味のアクセントにもなります。

ちょっと
ひと工夫

ワンワンワン
ポイント

今
回
か
ら
環
霧
島
探
訪
は
、
環
霧
島
会

議
構
成
市
町
の
自
慢
の
霧
島
山
を
紹
介

し
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
高
原
町
か
ら
眺
め
る
霊

峰
高
千
穂
峰
で
す
。

■ 

高
原
町
狭
野
か
ら
の
眺
め

霊
峰
高
千
穂
峰
を
抱
く
霧
島
山
は
、

明
治
時
代
よ
り
全
国
か
ら
植
物
学
者
が

訪
れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
所
で
も
あ
り

ま
す
。
１
、３
０
０
種
以
上
の
植
物
が

自
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、「
霧
島
」

の
名
を
持
つ
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
、
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
珍

し
い
野
鳥
や
昆
虫
な
ど
も
多
く
、
多
種

多
様
な
動
植
物
に
恵
ま
れ
る
魅
力
的
な

山
で
す
。

え
び
の
高
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
ン
ジ

ャ
ー
会
の
会
長

を
務
め
る
石
井

久
夫
さ
ん
（
高

原
町
狭
野
）は
、

高
千
穂
峰
の
麓

に
広
が
る
こ
の
土
地
が
気
に
入
り
、
定

年
後
、
狭
野
地
区
に
移
住
。
現
在
の
住

ま
い
も
、
高
千
穂
峰
が
一
望
で
き
る
こ

と
を
条
件
に
決
め
た
ほ
ど
で
す
。

石
井
さ
ん
の
自
宅
か
ら
は
、
壮
大
な

高
千
穂
の
峰
の
山
頂
と
二
子
石
、
な
だ

ら
か
な
美
し
い
稜
線
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
雨
上
が
り
の
朝
の
高
千

穂
峰
は
、
空
気
が
澄
ん
で
、
よ
り
一
層
、

神
々
し
く
見
え
ま
す
。

石
井
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
高
原
町

の
人
た
ち
が
、「
わ
が
家
か
ら
眺
め
る

高
千
穂
峰
が
一
番
」
と
言
い
ま
す
。
見

る
場
所
や
季
節
、
天
候
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
霧
島

山
。
こ
の
よ

う
に
、
そ
の

麓
で
暮
ら
す

人
た
ち
は

「
自
慢
の
霧

島
山
」
を
持

っ
て
い
て
、

誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

高
原
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
８
４

－

42

－

2
1
1
5

ラッキョウのにおいの成分である塩化アリルは、血中コ
レステロールの増加抑制、ビタミンB1の吸収をよく

する働きがあるほか、全身の血液循環をよくする効能があ
ります。

●材料（２人分）
　飯…300g　ラッキョウ（酢漬け）…40g　油…大さじ１
　卵…２個　塩昆布…３g　梅干し…20g　レタス…100g
　トッピング用　　ラッキョウ（酢漬け）…10g
　　　　　　　　トマト…20g　青じそ…１枚

●下準備
　ラッキョウ…汁を切り、細かくみじん切りにする。
　　　　　　トッピング用は、薄くスライスする
　梅干し…細かくつぶしてペースト状（梅肉）にする
　トマト…１㎝の角切りにする
　青じそ…千切りにする

●作り方
①鍋にサラダ油を熱し、溶いた卵を入れて半熟になったら
飯を入れ、手早く混ぜる
②①にラッキョウ、塩昆布、梅肉を入れさらに炒める
③皿にレタスとチャーハンを盛り、トッピング用のトマトと青
じそ、ラッキョウを飾る

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－ 2765

旬のラッキョウは、生のまま食べるのが一
般的ですが、天ぷらなどにして食べても触
感を楽しむことができます。

ラッキョウチャーハン　※1人分425kcal、塩分3.2g
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
墓
地
名　

東
墓
地
、
西
墓
地
、
南
墓
地
、

北
墓
地　

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

６
月
12
日
㈭
〜
20
日
㈮

※ 

使
用
区
画
は
申
込
人
数
に
関
わ
ら
ず
、

後
日
抽
選
会
を
行
い
決
定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

② 

こ
れ
ま
で
に
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い

な
い
人

③ 

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

④ 

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
に
応
じ
て
異

な
り
ま
す
）
を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
一
世
帯
一
区
画
の
み

※ 

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

随
時
受
け
付
け
中
の
墓
地
も

あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で

☎
23

－

２
１
３
０

指
定
管
理
者

　

次
の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
現
地
説
明

会
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

①
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

② 

勤
労
身
体
障
害
者
教
養
文
化
体
育
施
設

③
志
和
池
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
鷹
尾
児
童
館

⑤ 

山
田
谷
頭
児
童
館

⑥ 

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
お
よ
び
中
央

地
区
立
体
自
動
車
駐
車
場

⑦ 

母
智
丘
関
之
尾
公
園
、
関
之
尾
緑
の
村

⑧
金
御
岳
公
園

⑨ 

山
之
口
ふ
る
さ
と
産
品
販
売
所
、
山
之

口
農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施
設
、

山
之
口
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施
設

⑩ 

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
都
城

運
動
公
園
（
洋
弓
場
、
弓
道
場
、
庭
球

場
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
体
育
館
）

都
城
運
動
公
園
武
道
館

⑪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
現
地
説
明
会
日
時
・
場
所

①
６
／
23
㈪　

14
時
〜

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

②
６
／
25
㈬　

10
時
〜

勤
労
身
体
障
害
者
教
養
文
化
体
育
施
設

③
６
／
26
㈭　

10
時
〜

志
和
池
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
７
／
３
㈭　

10
時
30
分
〜　

鷹
尾
児
童
館

⑤
７
／
４
㈮　

10
時
30
分
〜　

谷
頭
児
童
館

⑥
６
／
30
㈪　

10
時
〜

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

⑦
６
／
24
㈫　

９
時
30
分
〜　

関
之
尾
緑
の
村

⑧
６
／
24
㈫　

14
時
〜　

サ
シ
バ
の
館

⑨
６
／
19
㈭　

10
時
〜

山
之
口
ふ
る
さ
と
産
品
販
売
所

⑩
７
／
３
㈭　

10
時
〜　

都
城
運
動
公
園

⑪
７
／
２
㈬　

９
時
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
業
務
内
容　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
、
②
〜
⑪
平
成

27
年
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
ま

で
の
管
理
運
営

●
そ
の
他　

要
項
の
配
布
期
間
や
申
請
の

受
付
期
間
は
、施
設
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ

さ
い

①
環
境
施
設
課　

☎
23

－

３
３
１
９

②
③
福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

④
⑤
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

⑥
商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

⑦
⑧
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　

☎
23

－

２
６
１
５

⑨
山
之
口
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
57

－

３
１
１
１

⑩
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
23

－

９
５
４
６

⑪
生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

ご
当
地
ラ
ジ
オ
体
操
市
民
策
定
委
員

　

市
民
の
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
都
城
弁

の
ラ
ジ
オ
体
操
の
策
定
を
行
う
委
員
の
う

ち
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
定
員　

２
人

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま

た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
方
言

の
扱
い
に
た
け
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

●
内
容　

方
言
に
よ
る
歌
詞
作
成
ほ
か

　

６
月
23
日
㈪
ま
で
に
総
合
政
策
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
５

募

集
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

灯と
う
ろ
う籠

絵
を
描
こ
う
（
無
料
）

　

写
し
取
る
方
法
で
、
手
軽
に
本
格
的
な

灯
籠
絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
７
日
㈯
〜
８
月
30
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

※ 

７
月
７
日
㈪
〜
21
日
㈪
は
休
館

●
場
所　

都
城
市
立
美
術
館

　

都
城
市
立
美
術
館

　
　

☎
25

－

１
４
４
７

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

６
月
15
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
、
出
世
景
清

－

拷
問

の
段
、
出
世
景
清

－

牢
舎
の
段
ほ
か　

 

　

人
形
の
館　

☎
57

－

５
２
９
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
う
た
（
昭
和
歌
謡
）】

●
日
時　

６
月
26
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

内
田
里
美

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
紅
白
試
合

●
日
時　

６
月
22
日
㈰

　
　
　
　

13
時　

開
始
式

　
　
　
　

14
時　

試
合
開
始

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
チ
ケ
ッ
ト
料
金

高
校
生
以
上
自
由
席　

１
、０
０
０
円

小
・
中
学
生
自
由
席　

５
０
０
円

※ 

当
日
券
は
、
５
０
０
円
高

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
店

都
城
観
光
協
会
、
ホ
テ
ル
協
会
加
盟
店
、

イ
ワ
ミ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

　

イ
ワ
ミ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

　
　

☎
24

－

２
０
６
４

夏
の
園
芸
教
室

●
日
時　

６
月
22
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

食
べ
ら
れ
る
野
草
、
自
宅
で
の

簡
単
な
水
耕
栽
培

●
持
参
す
る
も
の　

軍
手
や
帽
子
、
タ
オ

ル●
定
員　

20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

６
月
16
日
㈪
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

●
日
時　

６
月
25
日
㈬

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分　
　
　
　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

●
準
備
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
飲
料
水

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

認
知
症
の
人
の
た
め
の

ケ
ア
普
及
研
修
会

　

認
知
症
の
人
の
尊
厳
を
支
え
、
認
知
症

の
人
本
位
の
ケ
ア
を
目
指
す
「
認
知
症
の

人
の
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
方
式
」
の
普
及
に
取
り
組
む
た
め
に
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈮　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

認
知
症
の
人
の
介
護
や
、
看
護

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
、
セ
ン
タ
ー

方
式
に
興
味
の
あ
る
人

　

６
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
介
護
保
険

課　

☎
23

－

３
１
８
４

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

都
城
島
津
邸
で
、
託
児
付
き
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

都
城
島
津
邸
石
蔵

●
対
象
・
定
員　

乳
幼
児
と
母
親
６
組

※
要
申
し
込
み

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

催

し

講
座
・
教
室
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
受
講
科
目
・
回
数
・
日
時
・
開
講
日
・
期
間
・
費
用

パ
ソ
コ
ン
科
（
初
め
て
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

全
16
回　

※
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

毎
週
月･

木
曜
日　

19
時
〜
21
時

７
／
７
㈪　

２
カ
月　

３
万
円

洋
裁
科　

※
定
員
３
人

第
２
・
４
土
曜
日　

９
時
〜
13
時

７
／
12
㈯　

６
カ
月　

２
万
円

手
編
科

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
15
時

７
／
１
㈫　

１
年　

５
万
円

着
付
科

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

②
昼
の
部　

13
時
〜
15
時

７
／
３
㈭　

３
カ
月　

１
万
１
、０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時　

７
／
４
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時　

７
／
12
㈯

６
カ
月　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

６
月
26
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

夏
場
の
食
中
毒
と
健
康
管
理
に

つ
い
て

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用

ヨ
ガ
（
全
11
回
）

毎
週
水
曜
日
（
７
／
２
㈬
〜
９
／
24
㈬
）　

10
時
〜
11
時　

※
７
／
16
㈬
、
８
／
13
㈬
は
除
く　

五
十
市
地
区
公
民
館　

６
、０
５
０
円

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
各
全
４
回
）

①
毎
週
水
曜
日
（
７
／
２
㈬
〜
23
㈬
）　

　

10
時
〜
11
時
30
分　

②
毎
週
水
曜
日
（
７
／
９
㈬
〜
30
㈬
）　

　

19
時
〜
20
時
30
分

中
央
公
民
館　

２
、０
０
０
円

　

６
月
24
日
㈫
ま
で
に
、
き
ら
り
ネ

ッ
ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
無
料
）

　

自
宅
で
介
護
す
る
家
族
や
介
護
関
係
者

を
対
象
に
、
移
乗
の
実
技
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

６
月
28
日
㈯　

13
時
〜
14
時

●
場
所　

藤
元
上
町
病
院

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

　

藤
元
上
町
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
部　

☎
23

－

４
０
０
０

シ
ニ
ア
就
職
支
援
講
座
（
無
料
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

55
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
就

職
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
警
備
業
務
講
習
】

　

警
備
員
と
し
て
の
基
本
的
知
識
や
動

作
、
救
急
蘇
生
法
な
ど
を
習
得
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程　

７
月
７
日
㈪
〜
16
日
㈬

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員　

15
人　

※
選
考
あ
り

　

６
月
26
日
㈭
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
都
城
や
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
宮
崎

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
〒
880

－

０
８
６
７　

宮
崎
市
瀬
頭
二
丁

目
６
番
14
号
）

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

FAX 

０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

講
座
・
教
室

相

談
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

６
月
17
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

６
月
24
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－
５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

６
月
20
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

な
ど
、
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
日
時　

６
月
23
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター　　　　☎ 22-1659

6/23 ㈪
10時30分～

親子ヨガ「親子でヨガを楽しみな
がら、子育ての話を聞きましょう」
※要申し込み

6/25 ㈬
10時～

マタニティーの会「スタイ作りほ
か」　対象：妊婦
※要申し込み

6/30 ㈪
10時～

子育て講座　～歯について～
「歯の話・歯科検診・フッ素塗布」
※要申し込み

7/2 ㈬
10時～

子育て講座　～救急法を学ぼう～
「乳幼児心肺蘇生方法ほか」
※要申し込み

◆山之口子育て支援センター　　　　☎ 57-3298

6/23 ㈪
9時30分～

すくすく教室
「１歳以上の子どもの身長と体重を
計ります」

6/25 ㈬
10時30分～

歯の教室「歯科衛生士に歯につい
ての話を聞きましょう！」

7/8 ㈫
10時30分～

散歩の日「支援センターの周辺を
みんなでお散歩します」

7/10 ㈭
9時30分～

なかよし広場
「楽しく遊んだ後、絵本の読み聞か
せやリズム体操をします」

◆山田子育て支援センター　　　　　☎ 64-3171

6/12 ㈭
10時～

にこにこ教室
「七夕飾りを作ろう」

6/19 ㈭
10時30分～

離乳食をもう一度考えよう
「栄養士による離乳食の話」
※託児あり、要申し込み

7/3 ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

7/4 ㈮
10時～

お弁当バイキング
「子どもが喜ぶお弁当メニュー」
材料費100円
※託児あり、要申し込み

7/9 ㈬
10時30分～

ソフトヨガ
「体幹を整えよう」
※託児あり、要申し込み
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

成
年
後
見
・
相
続
な
ど
の
無
料
相
談

●
日
時　

６
月
28
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
17
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

相
続
や
成
年
後
見
、
判
断
能
力

低
下
後
の
財
産
管
理
の
相
談
な
ど

　

テ
ミ
ス
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
80

－

４
２
９
５

児
童
手
当
の
支
給

　

平
成
26
年
度
の
児
童
手
当
は
、
次
の
通

り
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
本

庁
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
支
給
額

対
象
年
齢

支
給
額

３
歳
未
満

１
万
５
、０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了

前
（
第
一
子
、
第
二
子
）
１
万
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了

前
（
第
三
子
以
降
）

１
万
５
、０
０
０
円

中
学
生

１
万
円
（
一
律
）

※ 

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
、
一
律

　
５
、０
０
０
円
。
施
設
入
所
な
ど
の
子

　

ど
も
に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満
１
万

　

５
、
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
中
学
校
修

　

了
前
１
万
円
（
一
律
）

●
支
給
月

６
月
（
２
〜
５
月
分
）

10
月
（
６
〜
９
月
分
）

２
月
（
10
〜
平
成
27
年
１
月
分
）

【
現
況
届
】

　

全
て
の
対
象
者
は
、
６
月
中
旬
に
送
付

す
る
現
況
届
に
記
入
の
上
、
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
支

給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
の
手
続
き
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
者
が
市
外
に
転
出
す
る
と
き

② 

受
給
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
（
口

座
変
更
）

③
受
給
者
が
子
ど
も
と
別
居
し
た
と
き

④ 
受
給
者
が
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
（
離
婚
な
ど
）

⑤
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

⑥
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

⑦
子
ど
も
を
出
生
し
た
と
き

⑧
子
ど
も
が
死
亡
し
た
と
き

⑨
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

⑩
子
ど
も
が
施
設
を
退
所
し
た
と
き

⑪
里
親
に
な
っ
た
と
き

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

７
／
４
㈮

山
之
口
総
合
支
所

７
／
５
㈯

五
十
市
地
区
公
民
館

７
／
14
㈪

山
田
体
育
館

●
受
付
時
間　

８
時
〜
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

６
月
４
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
49
年
・
47
年
・
45
年
…
）

●
日
程
・
場
所

７
／
４
㈮

①
②
五
十
市
地
区
公
民
館

７
／
10
㈭

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
中
郷
地
区
公
民
館

７
／
11
㈮

①
②
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
／
12
㈯

①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
／
15
㈫

①
②
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
／
25
㈮

①
②
山
之
口
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

①
９
時
〜
11
時
30
分

②
13
時
〜
15
時
30
分

③
13
時
30
分
〜
16
時

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音
波

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

お
知
ら
せ

相

談
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
26
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
通

り
で
す
。
対
象
年
齢
の
人
で
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象

１
期
１
歳
〜
２
歳
に
至
る
誕
生
日
の
前
日
ま
で

２
期
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（
来
年
４
月
に
小
学
校
入
学
の
人
）

●
接
種
回
数　

対
象
年
齢
内
に
１
回
接
種

●
接
種
料
金

対
象
年
齢
内
の
人
で
あ
れ
ば
無
料

※ 

２
期
の
人
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
無
料

●
そ
の
他　

す
で
に
、
麻
し
ん
と
風
し
ん

の
両
方
に
か
か
っ
た
人
は
対
象
外
で
す
。

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）

の
居
住
費
（
滞
在
費
）
お
よ
び
食
費
は
自

己
負
担
で
す
が
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請
を
行
い
、
認
定
を
受
け
た
市
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
低
所
得
の
人
は
、

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

は
、
有
効
期
限
が
６
月
30
日
㈪
ま
で
で
す

の
で
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
７
月
以
降
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
の
課
税
状
況
な
ど
に

よ
り
認
定
し
ま
す
の
で
、
前
年
度
の
認
定

内
容
と
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

要
介
護
１
〜
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
手
帳
２
級
の
人
で
、
身
体
の
障
が

い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま
た
は

同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困

難
な
人

※
入
院
、
施
設
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
対
象
物　

掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
点
）

●
申
し
込
み　

６
月
25
日
㈬
ま
で
に
各
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日

７
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

※ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の
配

達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後
で
す

●
回
収
時
に
準
備
す
る
も
の

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）、
利
用
料
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の

※ 

市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配
達

し
ま
す
。
回
収
の
日
時
は
、
後
日
、
市

か
ら
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
回
収
日
・

配
達
日
に
は
必
ず
本
人
ま
た
は
家
族
の

立
会
い
を
お
願
い
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

木
造
耐
震
診
断
・
改
修
事
業

　

本
県
で
は
、
過
去
、
日
向
灘
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
や
え
び
の
地
震
に
お
い
て
、

多
数
の
住
宅
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
特
殊
な
工
法
・
３

階
建
て
の
も
の
を
除
く
）
を
対
象
に
、
市

内
の
耐
震
診
断
士
に
委
託
し
て
耐
震
診
断

や
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】

●
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の
10
分
の
９

に
相
当
す
る
額

（
上
限
５
万
４
、０
０
０
円
）

●
診
断
方
法　

一
般
診
断
法

●
締
め
切
り　

平
成
27
年
１
月
30
日
㈮

●
募
集
戸
数　

10
戸

※
募
集
戸
数
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

【
耐
震
改
修
工
事
】

●
対
象　

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
と
診
断
を
受
け
た
も
の

●
助
成
額　

耐
震
診
断
結
果
に
よ
り
補
助

率
が
変
わ
り
ま
す

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

　

建
築
課　

☎
23

－

２
５
８
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
制
度

●
対
象
サ
ー
ビ
ス　

市
に
申
し
出
の
あ

っ
た
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期

入
所
生
活
介
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介

護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防

通
所
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
お
よ
び
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
、
こ
れ
ら
に
伴
う
利
用
者

負
担
額
（
１
割
負
担
額
）、
食
費
、
居

住
費
（
滞
在
費
）
お
よ
び
宿
泊
費

●
対
象　

市
民
税
世
帯
非
課
税
で
次
の

要
件
を
全
て
満
た
し
、
生
計
が
困
難
と

市
が
認
め
た
人
お
よ
び
生
活
保
護
受
給

者
な
ど

① 

年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万

円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

② 

預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た

額
以
下

③ 

世
帯
が
居
住
用
の
家
屋
、
そ
の
他
日

常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外

に
利
用
し
得
る
資
産
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と

④ 

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※ 

旧
措
置
入
所
者
で
利
用
者
負
担
割
合

が
５
㌫
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、
軽

減
制
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居

住
費
に
係
る
利
用
者
負
担
額
は
軽
減

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

① 
申
請
者
（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全

員
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

※ 
源
泉
徴
収
票
・
年
金
支
払
通
知
書
・

そ
の
他
収
入
を
証
明
す
る
書
類

② 

申
請
者
（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全

員
の
預
金
通
帳
（
定
期
預
金
含
む
）、

印
鑑
（
認
め
印
可
）

③
申
請
者
（
対
象
者
）
の
健
康
保
険
証

④ 

生
活
保
護
受
給
証
明
書
（
生
活
保
護

受
給
者
）

●
そ
の
他　

現
在
、
社
会
福
祉
法
人
等

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
７
月
以

降
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

の
認
定
内
容
と
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４

　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

お
知
ら
せ

　

  南九州大学都城キャンパス　 ☎ 0120-3739-20
  ●日時　子ども教育学科 7/20、環境園芸学科 7/27
  　　　　両学科合同 8/24　11：00 ～16：00
  　　　　両学科合同H27/3/8　13：00 ～16：30
  ●内容　キャンパスツアー、模擬授業、在学生交流ほか
  都城工業高等専門学校（都城高専）☎ 47-1134
  ●日時　7/31　9：00 ～16：30
  ●内容　校内見学、学校説明ほか
  都城コアカレッジ　　　　　　　　☎ 38-4811
  ●日時　6/14、7/12、8/9、9/13、10/11、
  　　　　11/8、12/13、H27/1/10、2/14、3/14
  　　　　10：00 ～12：00
  ●内容　学校説明、体験授業ほか
  都城デンタルコアカレッジ　　　　☎ 38-4812
  ●日時　6/28、7/26、8/9、8/30、9/27、10/4、
　　　　  11/8、12/13、H27/1/10、2/7、3/14
　  　　　10：00 ～12：00
　　　　 ※ 8/9 は 10：00 ～13：00、10/4 は 13：00 ～
  ●内容　学校説明、体験授業ほか

  国立病院機構都城病院附属看護学校　
  　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 22-3690
  ●日時　6/22、7/13、8/24、10/18　13：00 ～15：00
  ●内容　学校説明、看護体験、懇談会ほか
  藤元メディカルシステム付属医療専門学校
  　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 52-6921
  ●日時　8/2、8/23
  ●内容　学校案内、学校説明ほか
  都城調理師高等専修学校　　　　　☎ 22-4626
  ●日時　8/16、8/23　10：00～12：00
  ●内容　学校説明、調理実習ほか
  都城看護専門学校　　　　　　　　☎ 22-0711
  7 月以降、同学校のホームページで確認ください

市内・三股町内の大学や高専、専門学校でオー
プンキャンパスが行われます。体験授業など
を通して、学生生活に関する疑問などを相談
できます。必ず、事前に各学校に連絡の上、
参加ください。
◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-2115

オープンキャンパス情報オープンキャンパス情報
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

進
、
職
種
の
変
更
を
す
る
際
に
、
合
理

的
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
転

勤
要
件
を
設
け
る
こ
と
は
、「
間
接
差

別
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

宮
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
７

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

小
児
科
か
ら
の
お
願
い

　

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
急
病

の
た
め
の
受
診
施
設
で
す
。
体
調
の
悪

い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
日
中
の

診
療
時
間
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
お
子
さ
ん
の
夜
間
の
急
な
病
気

や
け
が
な
ど
の
相
談
は
、
電
話
（
♯

８
０
０
０
）
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

19
時
〜
23
時

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）

　

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
　

☎
♯
８
０
０
０

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
で

の
協
力
に
つ
い
て

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
、
傷
病
患
者
の

救
命
の
た
め
救
急

医
療
の
専
門
家
お

よ
び
看
護
師
が
同

乗
し
、
救
急
現
場

な
ど
か
ら
医
療
機

関
に
搬
送
す
る
ま
で
の
間
、
患
者
に
救

命
医
療
を
行
う
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

本
市
に
は
、小
・
中
学
校
の
運
動
場
や
陸

上
競
技
場
、
農
村
広
場
な
ど
市
内
に
35

カ
所
の
離
着
陸
場
が
あ
り
ま
す
。
離
着

陸
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
に
は
、

看
板
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
着
陸
場
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課

　
　

☎
23

－

２
７
６
５

も
、
早
期
に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決

断
し
た
際
に
、
一
定
の
生
活
費
な
ど

（
従
来
の
自
由
財
産
99
万
円
に
加
え
、

年
齢
等
に
応
じ
て
１
０
０
万
円
〜

３
６
０
万
円
）
を
残
す
こ
と
や
、
華

美
で
な
い
自
宅
に
住
み
続
け
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

③ 

保
証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し
き
れ

な
い
債
務
残
額
は
、
原
則
と
し
て
免

除
さ
れ
る
こ
と

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
九
州
本

部　

☎
０
９
２

－

２
６
３

－
０
３
０
０

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

規
則
が
改
正
に
な
り
ま
し
た

　

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
格
差
の

縮
小
や
女
性
の
活
躍
促
進
を
推
進
す
る

た
め
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

規
則
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
て
の
労
働
者
の
募
集
や
採
用
、
昇

畜
産
農
家

堆
肥
な
ど
を
運
搬
す
る
皆
さ
ん
へ

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿

に
よ
る
臭
い
や
害
虫
発
生
、
降
雨
時
の

ふ
ん
尿
流
失
に
対
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
畜
舎
の
清
掃
や
た
い
肥
舎
、

運
動
場
の
適
正
な
管
理
を
行
い
、
家
畜

排
せ
つ
物
法
の
管
理
基
準
に
従
っ
て
、

家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
な
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
な
ど
を
畑
や
田
ん
ぼ
へ

運
搬
す
る
と
き
の
落
下
物
に
対
す
る
苦

情
や
、
清
掃
な
ど
の
依
頼
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

堆
肥
な
ど
を
運
搬
す
る
と
き
は
、
落

下
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
落
下
し
た

場
合
は
清
掃
す
る
な
ど
、
適
正
な
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

畜
産
課　

☎
23

－

２
７
６
９

中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
た
ん
し
て

も
一
定
の
生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

① 

法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明
確

に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
、

経
営
者
の
個
人
保
証
を
求
め
な
い
こ

と
② 

多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
6/15
㈰

久保原田中医院（内・小）22-7700
ベテスダクリニック（内）22-1700
豊栄クリニック（内） 39-2525
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 39-2226
酒井皮膚科医院 25-5322
小山田眼科医院 22-0710
土持歯科クリニック 25-1515

6/22
㈰

たけしたこども医院（小）51-0005
松山医院（内・呼・リウ）24-1046
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
柳田病院（脳・外） 22-4862
どいクリニック（外・胃・内） 22-1825
北原医院（産・婦） 22-4133
ときわ歯科医院 21-1588

6/29
㈰

教山内科医院（内・小） 62-1205
三嶋内科（内） 24-7171
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
吉松病院（外・整） 25-1500
浜田医院（胃・外） 22-1151
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
とだか歯科医院 21-3618

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認
してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

6/15 ㈰ ハートハンズ、トロン、下長飯
とよみつ、きたはら

6/22 ㈰ みまたファミリー、フクシマ
ふれあい川東、つくし、東町、わかば

6/29 ㈰ ひかり、上町おおた、ひむか三股

みやざき医療ナビ
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読
み
聞
か
せ
の
部
屋

「ライバル」
川上健一（著）　PHP研究所（出版）

幼馴染の葉奈と宇希恵は高校のゴ
ルフ部員。まじめで全国三位の宇
希恵は部活を楽しむ葉奈をライバ
ル視するが…？　天才と天然が繰
り広げる青春小説。

「時間という贈りもの　フランスの子育て」
飛幡祐規（著）　新潮社（出版）

考える時間、待つ時間、夢見る時
間。親から子どもへの一番の贈り
ものは「時間」なのです。愉しみ
ながら遠回りする不思議な子育て
を紹介します。

「スパゲッティのぼうけん」
クレーン謙（著）　絵本塾出版（出版）

あるレストランにとてもコシのつ
よいスパゲッティが働いていまし
た。お店は大繁盛。しかし知らな
い国をテレビでみたスパゲッティ
は「旅に出たい」と言い出して…。

「怪異伝説ダレカラキイタ？ 教室の七不思議」
加藤一（文）　あかね書房（出版）

悪口で追いかけてくる校長の像、
謎のかみ傷がある図書室の本、な
めると背が伸びる踊り場のくぎ…
知ったらコワい不思議が詰まった
一冊。

都
城
島
津

都城市立図書館
☎22‒0239
高 城 図 書 館
☎58‒4224

◎問い合わせ

一般

児童

今
月
の
お
す
す
め
の
本

図書館だより

幼児

一般～青少年

都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
６
月
26
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
７
月
12
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木　

ほ
か

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
６
月
28
日
㈯　

11
時
〜

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】

各
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
本
を
集
め
た
展
示

●
都
城
市
立
図
書
館

贈
り
物
に
喜
ば
れ
る

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
特
集
」

●
高
城
図
書
館

手
作
り
で
お
い
し
い
・
安
心

「
梅
干
し
・
漬
物
・
果
実
酒
特
集
」

【
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
に
つ
い
て
】

●
都
城
市
立
図
書
館

６
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
高
城
図
書
館

６
月
15
日
㈰
〜
21
日
㈯

都城市立図書館 ●休館日／6月2日～13日・16日・23日・30日、7月3日・7日・14日 ●開館時間／9：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／6月3日・10日・15日～21日・24日、7月1日・8日・15日 ●開館時間／9：30～18：00

唐か
ら

金か
ね

花か

瓶び
ん

都
城
は
、
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
て
、

海
外
の
国
々
と
は
無
縁
だ
っ
た
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、古
く
か
ら
都
と
地
方

を
結
ぶ
官
道
が
整
備
さ
れ
、
周
辺
の
港
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
南
海
・
大
陸
の
産
物
が
都
城
を

通
し
て
京
へ
と
運
び
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
は
、
都
城
島
津
家
領
地
の
港

で
あ
っ
た
内
之
浦
（
鹿
児
島
県
肝
付
町
）
で
、

中
国
と
の
交
易
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
都
城
島
津
家
十
代
領
主
北ほ
ん

郷ご
う

時と
き

久ひ
さ

は
、

内
之
浦
で
入
手
し
た
砂
糖
や
壺
、
香
炉
、
茶

碗
な
ど
を
豊
臣
秀
吉
に
献
上
し
て
い
て
、
そ

の
目
録
の
中
に
唐
金
の
鉢
が
あ
っ
た
と
の
記

録
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
唐
金
を
用
い
た

金
工
技
術
は
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
仏
具
や

茶
道
具
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

都
城
島
津
家
に
伝
わ
る
唐
金
花
瓶
は
、
日

本
に
伝
え
ら
れ
た

こ
の
技
術
を
用
い

て
制
作
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て

い
て
、
海
外
と
の

交
流
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
史
料
で
す
。
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QUIZ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.102

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

■４月号クイズの結果【応募総数47通】
◎正解／①宝  ②１００  ③カロテン

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

●
広
報
１
０
０
号
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
２
０
０
号
、

３
０
０
号
と
続
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
役

立
つ
情
報
、
待
っ
て
ま
す
。

（
下
長
飯
町　

に
ゃ
ん
こ
ひ
め
さ
ん
）

 

●
Ｐ
Ｒ
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
楽
し
み
で
す
。
特
に
「
ぼ

ん
ち
く
ん
」
の
諸
県
弁
は
、
何
と
も
言
え
な
い
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
感
じ
を
受
け
ま
す
。
紫シ
シ
ュ
ー舟

さ
ん
の
独
創
的

な
書
体
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
も
楽
し
み
で
す
。

（
妻
ケ
丘
町　

白
髪
混
じ
り
の
赤
毛
の
ア
ン
さ
ん
）

 

●
横
山
先
生
の
記
事
を
見
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
か
っ
た

で
す
。
３
歳
に
な
る
息
子
が
い
ま
す
が
、
何
か
ス
ポ

ー
ツ
を
し
て
く
れ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
梅
北
町　

y
a
s
u
p
y
o
n
さ
ん
）

 

●
ニ
ン
ジ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
早
速
、
作
っ
て
み
ま
し

た
。
毎
日
の
よ
う
に
サ
ラ
ダ
を
食
べ
る
我
が
家
に
と

っ
て
は
嬉
し
い
情
報
で
す
。
広
報
紙
で
料
理
が
学
べ

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
新
し
い
発
見
で
し
た
。

（
金
田
町　

ト
マ
ト
さ
ん
）

 

●
鹿
児
島
よ
り
友
人
が
遊
び
に
来
た
の
で
、
初
め
て
島

津
邸
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
平
日
で
し
た
が
訪
れ

る
人
も
多
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
丁
寧
に
説

明
し
て
く
れ
て
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

（
大
王
町　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
）

朱
しゅ

嫣
えん

さん（中国）Vol.1

新しい国際交流員の朱
しゅ

嫣
えん

です。4月に中国重慶
市から来ました。今から 8年前、約１カ月間、日
本に滞在したことがありますが、都城市は初めて
です。前任の交流員王

おう

さんから、「都城はすごく
良いところですよ」と何回も言われました。
重慶市は、よく「山の城」とも言われています
が、同じように山に囲まれている都城市のことも
好きになりました。私の第二の故郷になるのでは
ないかと考えています。
日本で生活するのは初めてですが、新鮮な楽し
い毎日を過ごしています。国際交流員の仕事も、
周りの皆さんにお世話になりながら、スムーズに
進めることができています。
国際交流員の仕事は、自分の能力を高める絶好
のチャンスになると感じています。たくさんの人
に、そして、たくさんの笑顔に出逢いたい。でき
るだけ多くのことを体験したい。これから経験す
ることを素晴らしい思い出として、人生という真
っ白なキャンパスに大きく描いていきたいと思い
ます。都城の皆さん、よろしくお願いします。

ニーハオ！　初めまして

問　① 命のボランティア、○○○登録は２mlの採血
 から

答  
問　② 今年度の都城島津伝承館企画展「都城の対外
 交流と○○町」
 

答  
問　③ 市職員が市政などについて説明します「ハロー
 市役所○○講座」

答  
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商品提供事業者

POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.102  2014年6月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の
施設 案内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や 6月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 6月30日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙 8月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎4月号当選者　白川 ヱチ子さん（山田町山田）

【お菓子の詰め合わせ 1 人】

お菓子のながくら（都北町）　☎38-0119
当店自慢のチーズ
饅頭をはじめ、ス
イートポテトのあん
を包んだ焼き菓子
「揚げ馬の里」な
ど、お菓子の詰め
合わせです。ぜひ、
ご賞味ください。

※7月15日までの日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　7月7日㈪～ 21日㈪までは展示替え作業のため休館

◎収蔵作品展「イメージ－心から形へ－」～ 7月6日㈰    

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎特別展「東京から土偶がやってきた！」～ 9月15日㈪

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　6月24日㈫～ 27日㈮は展示替え作業のため休館
◎収蔵史料展「都城と都城島津家」～ 6月22日㈰
　企画展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般210円　高校・大学生160円　小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演　
　6月15日㈰　14：00 ～

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
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ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年5月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,008世帯 （347） （332）
人口総数 166,514人 （362）（－761）
男　　性 77,935人 （239）（－373）
女　　性 88,579人 （123）（－388）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

イベントカレンダー （6月16日～7月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

都城市エリア

6
月

22日㈰　9:00 ～
高崎町どろんこバレーボール祭 【高崎小学校南側水田】
 同事務局　☎62－4448

7
月

4日㈮～6日㈰
みやんこじょ七夕まつり【千日通り周辺】
 千日通り商店街振興組合　☎22－1772

4日㈮～7日㈪　七夕まつり「織り姫展」
【旧後藤家商家交流資料館】

 旧後藤家商家交流資料館　☎58-6900

8日㈫・9日㈬
おかげ祭り【神柱神社周辺】
 おかげ祭り振興会　☎21-4835

環霧島エリア

7
月

18日㈮～９月23日㈫
会田誠展【霧島アートの森】
 霧島アートの森　☎0995-74-5945

20日㈰　※開催時間未定
出の山　魚のつかみ取り大会 【出の山ホタル館】
 小林市観光協会　☎0984-22-8684

今月の表紙

湧水町

小林市

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

女性として、アーティストとして今
なお輝き続ける夏木マリが、ライフ
スタイルを中心に、楽しく生きるた
めの夏木流メソッドを伝授します。
●日　時　7月12日㈯　開演18：00（開場17：30）
●料　金　全席自由　500円（当日700円）
　　　　　※未就学児童入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

●日　時　6月21日㈯　18：30 ～ 19：30
●料　金　無料
●会　場　茶霧茶霧ギャラリーおよびエントランス
●出　演　ボーカル　坂元恵美子、松林孝子、鵜島賀陽子
　　　　　ピアノ　　大西洋介
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

揺らめくろうそくの灯りのもと、
ピアノの音色やシャンソンに耳
を傾けロマンチックな夜を過ご
してみませんか？

まちなかキャンドルナイト2014

シャンソンライブ

夏木マリトークショー
「私たちは美しさを見つける
ために生まれてきた」

トライは許さないぞ‼
都城ラグビーフェスタが４月27日、母智丘公園多目的

広場で開催され、社会人や高校、少年の部に16チーム、
400人が参加しました。普及と競技力向上を図ろうと都
城ラグビーフットボール協
会が主催。少年の部の親善
試合では、地元都城ラグ
ビースクールのちびっ子ラ
ガーマンが、グランド狭し
と駆け回り、トライやタッ
クルを決めていました。春の定期異動で広報担当になり、早、1カ月が過ぎ

ました。知らなかったことを学ぶ中で、都城の魅
力の多さに改めて気付かされました。先日は、私の地
元の早水あやめまつりを取材しました。中学生の頃、
ボランティアとして参加して以来でしたが、子どもか
ら大人まで生き生きと楽しそうに祭りに参加している
様子を見て、このような魅力的なイベントを、もっと
市民の皆さんにお伝えしていきたいと思いました。こ
れから1年間、よろしくお願いします。（慧）

27 Miyakonojo City Public Relations 2014.6
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